
【足立区地域自立支援協議会こども部会】会議概要 
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様式第１号（第３条関係） 
【公 開 用】 



 

【司会】 

本日はお暑い中ご参集いただきありがと

うございます。またご多用のところ資料を

お送りいただき、ありがとうございました。 

 申し遅れましたが私は司会を務めます障

がい福祉センター幼児療育係長をしており

ます勝田と申します。よろしくお願いしま

す。 

それでは委嘱状の交付に移らせていただ

きます。今回は資料とともに机上に配布さ

せていただいております。本会議委員の方

には事前に送付させていただきました。会

議時間短縮のため、それをもって委嘱状の

交付とさせていただきます。ご了承いただ

ければと思います。 

それでは、『地域自立支援協議会 第二回

こども部会』を始めさせていただきます。 

この度は新型コロナウイルス感染症の拡

大を懸念し、第一回こども部会を書面開催

とさせていただきました。委員の皆様には

資料の作成にご協力いただいたものを、机

上に配布させていただいております。この

後資料を参考にしながらお話を進めさせて

いただけばと思います。今回は新型コロナ

ウイルス感染症の拡大予防のため、会議時

間を一時間半の１５時半までとさせていた

だきます。よろしくお願いいたします。 

この自立支援協議会は発言等会議内容及

び発言者名など後日議事録を公開いたしま

す。また議事録作成のため、録音をさせてい

ただいております。ご了承願います。それで

は、障がい福祉センター所長であります江

連よりご挨拶をさせていただきます。 

【江連所長挨拶】（障がい福祉センター） 

皆さんこんにちは。障がい福祉センター

あしすとの所長をしております江連と申し

ます。 

日頃より障がい福祉行政にご理解ご協力を

くださいまして誠にありがとうございます。 

７月に予定しておりました第１回を直前に

急遽書面開催とさせていただき、ご予定を

していただいていたところ誠に申し訳あり

ませんでした。 

７月はコロナの感染が区内でも伸びてき

て各支援機関にまた感染が広がってしまい

ますと、各施設またご家族の方にも感染が

広がることを防ぐためにという事で急遽、

書面開催とさせていただきました。 

２年の任期という事で各機関のご紹介で

支援内容、担っている役割などを伺い、こど

も部会で何を議論していくのかそのあたり

を皆さんと共有し、今後の議論を進めさせ

ていただけたらと思っております。短時間

で集中して実りある時間にさせていただき

たく、積極的なご参加をよろしくお願いし

ます。 

【司会】 

事務局の職員の紹介をさせていただきま

す。 

【浅輪】（障がい福祉センター） 

障がい福祉センターで幼児療育支援担当

係長をしております浅輪ゆう子と申します。

今回新たなメンバーの方にも加わっていた

だいて議論していけたらと思います。よろ

しくお願いいたします。 

【佐々木】（障がい福祉センター） 

自立生活支援係の係長をしております

佐々木と申します。今年度より自立生活支

援係もこども部会の事務局を担当させてい

ただくことになりました。よろしくお願い

いたします。 

様式第２号（第３条関係） 



【大岸】（障がい福祉センター） 

自立生活支援係の大岸と申します。事務

局を担当させて頂きます。よろしくお願い

いたします。 

【深澤】（障がい福祉センター） 

同じく自立生活支援係で事務局を担当さ

せて頂きます深澤と申します。よろしくお

願いいたします。 

【司会】 

幼児療育係長の勝田と申します。どうぞ

よろしくお願いいたします。部会長は設置

要綱に基づき、東京未来大学准教授の小谷

博子先生にお願いいたしております。これ

からの議事はご挨拶も含めて小谷先生にお

願いししてもよろしいでしょうか。 

【部会長】（東京未来大学） 

 皆さんこんにちは。東京未来大学こども

心理学部の小谷と申します。私も初めてで

すが、多くの方が初めてという事で、まずは

自己紹介を中心に今日は進めていきたいと

思います。私も自己紹介を載せさせて頂き

ました。資料をめくっていただいて３枚目

に足立区自立支援協議会こども部会の資料

に大学の紹介も載せさせていただきました。 

東京未来大学は区内にある５大学の１つ

で東京未来大学、東京電機大学、帝京平成大

学、東京藝術大学、次に文教大学が来られる

予定です。ここ１３年くらいで大学が誘致

されて学生が増えていきました。学生たち

がいろいろなところで先生たちにお世話に

なりボランティアに伺っている状況でござ

います。 

私は精神心理学、児童心理学などの授業

を持っていまして、障がい児の授業も持っ

ていますので、国立障害者リハビリテーシ

ョンセンターに学生を実習に連れて行った

りしています。学生たちが保育士や心理士

になったり小学校の教員になったりしてい

ます。いろいろなところで学生たちが、障が

いのあるお子さんたちと関わることでお世

話になっています。せっかく足立区にあり

ますので、学生たちが、障がいのあるお子さ

んたちと関われるような仕事がしたいと思

えるような授業や、また皆さんからの情報、

現場の声を学生たちに伝えることで、学生

たちが足立区の障がい児の状況を理解して

いけたらと思っています。 

更にきょうだいに障がい児がいてすごく

苦しいから心理を学びたいという学生たち

もいます。そこを知りたいというのは、実は

自分自身の葛藤とかもいろいろありまして、

彼らも葛藤を抱えていることをとても感じ

ています。障がいを持っている方の周囲の

家族に関心があり、結構そういう学生の葛

藤というのを大学にいると感じます。 

防災の資料も入れてありますが後は皆様、

読んでいただけたらと思います。 

どうぞ２年間宜しくお願いいたします。

では次は自己紹介に移ります。 

【江黒委員】（足立区手をつなぐ親の会） 

こんにちは。足立区手をつなぐ親の会の

会長をしております江黒でございます。わ

が子が幼少の頃大変お世話になった先生方

もいらっしゃって、こういう場でお会いで

きうれしく思います。足立区手をつなぐ親

の会はおもに知的障がい者、ダウン症のお

子さん、自閉症スペクトラムのお子さん、発

達障がいのお子さんを持つお母さんたちが

年に何回か集まりまして、障がいのあるこ

どもたちが安全に暮らせるように、ここ足

立区で大人になっても暮らせるようにとい

う親の会です。 



我が子のためにとそういう状況のお母さ

んたちが集まっております。「うちの子はこ

うだったよ」とかいろいろな意味でアドバ

イザー的なちょっとしたお話をしながら楽

しく会を進めていきます。障がい者は、成人

式はなかなか参加できないのですが、親の

会ではホテルで障がいのあるお子さんたち

の成人式をやったり、子どもたちのための

施設を増やすため、１１月に毎年恒例の大

規模バザーを竹ノ塚センターでしており、

大体１回の売り上げで１００万円くらいに

なります。それを積み重ね、施設を一つずつ

増やせるようにと、法人、または足立区での

いろいろな活動をしています。ただ、今は新

型コロナウイルス感染症のため活動できま

せんが、その中でもできることはあります

ので勉強させていただきたいと思います。

よろしくお願いいたします。 

お手元の資料の中には、親の会の委員に

台風１９号の時のアンケートを委員会で集

まった時に、この時はどうだった、あの時は

どうだったと聞いた内容を載せてあります。

委員は５０名ほどで上は７０歳８０歳の方

から、下は幼少のお子さんのお母様まで、大

人からこどもまでの内容になっています。 

【部会長】（東京未来大学） 

では次回の会議で詳しくやりたいと思い

ますので、資料を読んでいただければと思

います。ありがとうございました。 

【小長井委員】（肢体不自由児者父母の会） 

こんにちは。肢体不自由児者父母の会か

ら参りました小長井亜希子と申します。こ

のような場は初めてで緊張しております。

２年間よろしくお願いいたします。 

車椅子というだけでなかなか外出が困難

で、正直出かけるのをどうしようかなとい

う状況に陥ることがあります。歩道一つと

っても斜めになっていて、転んでけがをさ

れたお子さんも実際にいらっしゃいます。 

年に１回のバザーでも肢体不自由者も、

そういう機会が大切と思いバザーを開催し

ています。毎年たくさんの方に来ていただ

いております。今回はコロナでできなかっ

たので、残念だなと思っています。 

私のこどもの話をさせていただきますと

特別支援学校の肢体不自由児部門に在籍し

ております。あっという間なので、この後の

進路はどうなるのかなと心配しています。 

今日、皆さんとお会いしていろいろ身近

にお話しできることを楽しみにしてきまし

た。 

２年間いろいろお話を聞かせてもらい吸

収させていただいて、今後のこどもたち、大

人の人たちにも伝えて生かしていけたらい

いなと思っています。 

【高橋委員】（民生・児童委員協議会） 

民生・児童委員協議会の高橋和子と申し

ます。民生委員任期は 1期３年なのですが、

２期目になりますと、いくつかある部会の

どこかを担当することになっており、障が

い者福祉研究部会の担当になりました。さ

らに部会長よりこども部会の話しがあり、

引き受けはしたのですが、何もわからない

状態ですので勉強するつもりで参加させて

いただいております。今日は、皆さまのお話

を聞かせていただきお役に立てるようにな

ったらと思っております。２年間よろしく

お願いいたします。 

【酒井委員】（うめだあけぼの学園） 

うめだあけぼの学園副園長をしておりま

す酒井です。皆様の方の支援とはそれぞれ

いろいろと関係があります。いつもありが



とうございます。 

今、少子化の中にあって支援を必要とし

ている子どもが増えている状況です。しか

もあけぼの学園のような施設に通っている

子どもだけではなく、地域の中の一般の幼

稚園・保育園で支援を必要としているこど

もたちが増えている状態です。皆様ご存知

だと思うのですが、そういった状況に加え

て貧困の問題や虐待の問題など。特に今回

のコロナを受けて、機能が脆弱なご家庭は

非常にリスキーな状況にあります。そのよ

うな中で支援が必要な子どもは非常に増え

ていると思います。そういった子どもたち

の課題をぜひ拾っていき、足立区で形にで

きるようにお手伝いができたらと思ってい

ますのでどうぞよろしくお願いいたします。 

あけぼの学園は就学前の施設ではあるの

ですが、幼稚園にお邪魔してそこで仕事を

させていただいています。卒園された方の

お父さんお母さんたちが足立区で活躍して

くださっていることがとても心強いですね。

学園にも PTA があり、今の現役のお母さん

たちが安心して地域に出ていけることがで

きていますので、僕たちとしても本当に助

かります。 

【部会長】 

かなり積極的に動いていらっしゃる事を

ホームページで拝見しました。コロナ禍だ

からこその支援というのは実際にどんなこ

とがありますか。 

【酒井委員】（うめだあけぼの学園） 

卒業生のお母さん方も見られるように

YouTube を使って番組をいっぱい載せまし

た。オープンにして誰でも見られるように

することと、ズームを使い子どもたちにプ

ログラムを届けることを毎日行い、全く同

じ内容ではありませんが、単純に家にいる

よりは少しは良いかと。 

面白いこととしてはズーム飲み会を３回

ほど試してみました。やってよかったのは、

普段出て来られないお母さんたちが参加で

きたことです。出て来るためにこどもを預

けないといけないけれども、お父さんは忙

しくて預けられないなど、いろいろな事情

で預けられない家庭もズーム飲み会なら隣

にこどもがいてもよい。普段と違う形でで

きたという多くの選択肢が増えたという実

感はあります。 

【部会長】（東京未来大学） 

職員の方は大変だったのではないですか。 

【酒井委員】（うめだあけぼの学園） 

職員は全く知らないところから、僕も初

めてで、その場で学び走りながら、みんなで

練習しながら行いました。 

【部会長】（東京未来大学） 

すごく慣れていらっしゃるのかと思いま

したがそういうわけではなく、その場でど

んどん学ばれたのですね。ありがとうござ

いました。 

【寺山委員】（足立つくし幼稚園） 

足立つくし幼稚園園長の寺山と申します。

よろしくお願い致します。私立の学校法人

の幼稚園です。現在３００人弱のお子さん

たちが通ってきており１クラス３０人ほど

おります。 

就学前の教育機関としてカリキュラムが

あり、それを毎日こなしながら共に生きる

共生とその子なりの自立、そのご家庭内で

の自立を目指し、そこをテーマに日々教育

を行っています。園長になって１０年位に

なるのですが、園長になって地震があり、昨

年台風があり、今年はコロナがあり、この１



０年でいろんなことが起きている感じです。 

その度にいろいろ知恵を絞って、その時

その時でどうしたら良いのか考えて決定し

ています。その度に何が一番大切か、幼稚園

は何をやるところなのかという原点に立ち

返り、いろんなことを再確認させてもらっ

ています。困った状況ではありますが全て

が全て悪いことばかりではないと思ってい

ます。 

昨年の台風の際に特に幼稚園は避難所に

指定されていないのですが、まず園児の安

全の確保、家庭の状況の確認をします。１０

年前の地震で備蓄したり、マンホールトイ

レを作ったりいろいろしましたが、実際に

今回のような水害となるとマンホールトイ

レは使えないですね。備蓄用品が平場にあ

るため、あの水では流されるなどいろいろ

考えさせられました。 

日常的に取り組むこととしては、私たち

の意識と普段からどんな災害が来るか意識

しておくことなどです。 

【部会長】（東京未来大学） 

場所はどこにあるのですか。 

【寺山委員】（足立つくし幼稚園） 

平野といって、足立区の真ん中あたり４

号線の東側です。私どもの幼稚園にもグレ

ーゾーンと呼ばれる子たちがたくさんいま

す。私たちの支援が足りない部分、手が届か

ない分をあけぼのさんにお世話になったり、

ネットワーキングさんにも保護者の支援で

お世話になったりして、それは私たちの支

えになっています。 

こども部会の皆さんのお話を聞かせてい

ただき、１年間勉強させていただきたいと

思います。どうぞよろしくお願いいたしま

す。 

【五十嵐委員】（城北分園） 

皆さん初めまして。城北分園の五十嵐と

申します。城北分園では医療担当課長代理

ですが、もともと医療ソーシャルワーカー

です。前任の内山から引継ぎ、やりがいのあ

る仕事と思っています。 

施設については皆さんもご存知かと思い

ますがご説明します。昭和４５年に開設し、

ちょうど今年５０周年になります。通例で

すとそういう時期に冊子を作るなどという

ことがあると思うのですが、今年はオリン

ピック延期やコロナ禍などで記念誌を作る

雰囲気はなくなっています。１８歳以上の

方の生活介護に加え、未就学児の医療型児

童発達支援センターも行っています。定数

は２５名ですが、少し少なくなってきてい

ます。 

発達障がいのお子さんが増えてきて、肢

体不自由のお子さんが減っている印象があ

ります。私の前任地の大田区の施設でも肢

体不自由児の方の割合が減っている感じが

しています。その反対に生活介護に人工呼

吸器をつけているような重症の方が、卒業

した後に通所に入れて欲しいというニーズ

が高くなっています。生活介護は 1 日１０

から２０人が利用しています。私自身は城

北分園が１０か所目の施設となります。病

院などいろいろ回ってきて、全部ソーシャ

ルワーカーという立ち位置でやってきまし

た。私が東京都に入った頃はまだ社会福祉

士、精神保健福祉士もなかった時代でした

ので、まわりの先輩方、良き先生の影響もあ

りました。皆さんにもいろいろ教えていた

だきながら、私の持っている知恵を少しで

も活用できればと思っておりますのでよろ

しくお願いします。 



【日笠委員】（ネットワーキング） 

ネットワーキングの日笠よう子と申しま

す。ネットワーキングというのはちょうど

５年目に入ったのですが、ペアレントメン

ターという発達障がいのあるお子さんの家

族支援の活動をしています。主に相談に来

て頂き、グループ茶話会で、「うちもそうだ

よ」というようなみんなで共有する場所を

作って、お母さんたちの心の悩みを話して

もらうという活動です。相談というとほか

の相談とどう違うのかと聞かれますが、私

たちは専門家ではないので、そのお子さん

にとってどうした方がよいかというのは、

とりあえず横に置いておいて、まずそのお

母さんにとってこの子にとってこれからど

の進路を選択したら良いのか、この子のた

めにどうしたらいいのかというお母さんの

気持ちに共感する、そこが大きな違いかと

思います。 

今、いろいろな児童デイを回ってこんな

事業がありますよという紹介をさせていた

だいています。私たちが母親だった時、どん

な思いをして子育てしたかということを支

援者だったり、先生に知っていただくこと

でお子さんにとって良い支援になるので、

私たちを呼んでいただいてディスカッショ

ンしたりという機会も区内でも作っていき

たいと思っています。その中から出てきた

ニーズで、親がみんなで生育歴を書いて将

来に備えたりですとか、障がい者雇用って

どんな風に働いていのだろうと見学に行っ

たり、そういったこともみんなで工夫して

いろいろとやっております。 

私の個人的な自己紹介としましては、娘

が発達障がいと軽度知的障がいがあり、他

のお母さんたちと同じように悩んだのが、

通常学級に行けそうかそれとも支援学級が

よいのか、というところで両方行き、あっち

行ったりこっち行ったりで。中学で支援学

級に行ったのが、高校で通常学級に行った

りそんなことをしながら、進路についての

選択肢がそれだけ多いので、はっきりした

障がい、どこに障がいがあるのかきっちり

落としどころが見つけられないまま選択肢

が多い悩みを持ち、結果的には足立区の特

別支援学校を卒業して、今２つ目の会社で

４年目に入るところです。今が一番障がい

を感じないで楽しく過ごせていると言って

いてちょっとだけ安心しています。娘や娘

の友達と話す過程で、進路をどういう風に

選んでいったらいいのかという難しさとか

障がい者雇用で働いているのに、なぜそん

なに会社が厳しいのだろうとか、いろいろ

な疑問を感じながら日々過ごす中で、私は

福祉とは無縁の仕事をしてきましたが、い

ろいろな疑問がきっかけで、今はジョブコ

ーチという職場適応援助者という仕事で、

障がいのある方と事業主さんが困っている

所に呼ばれて行って環境調整をしたりして

います。 

１９名登録者がいます。障がいの幅は広

く愛の手帳３度の方もいますし、勉強が得

意で大学を卒業していらっしゃる方など、

本当に幅広い障がいの層のお子さんを育て

た親御さんがいらっしゃいますので、相談

にいらしたお母さまやご家族の話を聞いて、

近い経験の人だなという方を事務局の方で

ご紹介しています。 

青井駅から徒歩５分位のところに事務所

がありますので、ぜひ見学がてらどんなこ

とをしているのかなと来ていただければあ

りがたいと思います。良い機会をいただき



ましたので活用していただければありがた

いと思います。よろしくお願いいたします。 

【古里委員】（都立花畑学園） 

皆様こんにちは。昨年からお世話になっ

ております。都立花畑学園のコーディネー

ターをしている古里です。今年度４月から

花畑学園という事で、知的障がい部門と肢

体不自由部門が一緒になって、とても大き

な学校になりました。校舎のはじからはじ

までは２００メートルあり、職員室に忘れ

物をすると取りにいかれないという事が起

きています。駐車場のはじの方で何か起き

てもとても距離があるので、一つひとつ考

えながらやっています。４月開校だったの

ですが、コロナの関係で今まで準備したも

のが全て変更、変更、変更で本当に一つずつ

が大変だなと思いながら走り抜けてきた感

じです。でもこどもたちは新しい環境にす

ぐに慣れて、大人はバタバタしているので

すが、良かったと思います。 

私は昨年までは南花畑特別支援学校でコ

ーディネーターをしていまして、主に知的

部門の方をしています。また、足立区の特別

支援教育の推進委員をやらせていただいて

おり、足立区生まれ育ちでして足立区にと

ても愛情があります。がんばっていきたい

なと思っています。 

知的障がい部門の方は教室が増えて良か

ったと思っていたのですが、本当に人数が

年々増えまして、もう足りないくらいにな

ってきております。開園したばかりですが、

教室が足りない。知的の方は小学部と中学

部、肢体不自由の方は小中高とあります。知

的の方は足立特別支援学校に行く人が多い

です。 

【部会長】（東京未来大学） 

肢体不自由の方はそんなに増えていない

のですか。 

【古里委員】（都立花畑学園） 

今年は少し増えていると聞いています。

それまでは同じくらいかと。どうぞよろし

くお願いいたします。 

【金子委員】（まつぼっくりツリー） 

今回初めて参加させていただきます、足

立区足立にあります放課後等デイサービス、

まつぼっくりツリーの管理者をしておりま

す金子と申します。１１月１日で丸４年に

なる新しめの事業所で、開設した当時はこ

どもが１，２人とかで大人が一人のお子さ

んについて、すごく手厚い感じだったので

すが、今は定員１０名が毎日利用していて、

バタバタしながら支援をさせて頂いてます。 

たくさん放課後等デイサービスがあるの

ですが、私はヘルパー経験者で管理者をし

ていますので、ヘルパーをしていた時には

大人の方と外出したり車いすに乗って外出

したりしていました。その中、幼少期にもっ

と違う支援をしていたらという思いがあっ

て、放課後等デイサービスで１２年間支援

をすることの大事さにすごく気付けて、今

責任を重く感じています。 

こどもたちの困り感とは周りがつけてい

るのかもしれないですが、本人はきっとも

っと困っていて「誰か私の苦しみ拾ってよ」

と悲鳴をあげているお子さんがたくさんい

て、本人の困り感を私たちもなかなか拾っ

てあげられなかったりして毎日悩んでいま

す。 

先日、お母さんと面談をした時には、まつ

ぼっくりツリーとしては、親御さんとお子

さんが高校を卒業した後にどんな進路にな

るかのイメージを持って、それでは今のう



ちにこういうことをやっておかないと、と

いう話を伺って個別支援計画を作っていま

す。現在送迎付きですが、働きたいと言った

ら車で送迎はしてくれない訳で、自分で仕

事に行かせようとなるとやはり中学からこ

どもが自分で行く、自分で帰ってくるとい

うところの練習をしていただきたいな、と

いうお話もお母さんにさせていただいてい

ます。急にお迎えなしで「自分で行きます」

ではなくて徐々に覚悟していただくお声掛

けをしています。 

本当に関係機関の連携というのは大事だ

と思っていて、同じデイで他に通っている

ところの状況とか、あけぼのさんもそうで

すし、先生方のお話とか先生方からの申し

送りだとかとても参考にさせていただきな

がら、みんなで考えて支援をするように頑

張っているところでございますが、まだま

だでございます。 

私の自己紹介は、先ほどもお話ししたよ

うにヘルパーの事業所を立ち上げて、そこ

から放課後等デイサービスを作っています。

やっぱりなかなか成長が伴わないなという

かもっともっと勉強しないといけないなと

思っています。 

【部会長】（東京未来大学） 

定員は１０名ですか？ 

【金子委員】（まつぼっくりツリー） 

うちは１０名です。 

【古川委員】（新田学園） 

新田小学校から参りました古川夕紀です。

新田小学校は新田学園といい、小学部と中

学部に分かれている小中一貫校として足立

区のはじっこの方にありますが、小学部が

児童１２００名、中学部が生徒６００名合

わせて１８００名。教職員を合わせると２

０００人弱の学校です。第一校舎と第二校

舎があり校舎も両方とも大きいので、教員

は一人一台 PHS を持ってコミュニケーショ

ンを取っています。小学部は１年生から４

年生までは一つの校舎で、もう一つの校舎

には５年生から９年生、中３までがいます。 

私は特別支援学級（桜学級）の担任で、１

年生から４年生までがいる校舎にあり、児

童は１年生から６年生まで１０名います。

知的障がいを持っているこどもたち１０人

と毎日過ごしています。 

私自身の紹介は、私は最初に教員になっ

た時、他区の知的障がい学級に配属されま

した。そこで知的障がい児に初めて関わっ

たわけではないのですが、そこで３年間や

った後に、通常学級に１０年位いて、そして

また知的障がいのほうに戻ってまいりまし

た。知的障がいのお子さんたちに先に関わ

れていて本当に良かったと思うのは、通常

学級のこどもたちは「はいこれやりましょ

う。」というとやってくれます。さっと着替

えもしてくれます。けれども知的障がいの

あるお子さんたちは「これやろうね」という

と「いやだ。やらない」と無視する。やって

ほしかったらどうしたらよいのか。彼らの

世界を先に私たちが理解してあげて、彼ら

が受け入れてくれることをやってから、私

たちのやってほしいことを受け入れてくれ

るという関わりを学びました。特別支援学

級から通常学級に行った時に、通常学級に

もボーダーのお子さんがたくさんいて、ボ

ーダーのお子さんたちに関わった時に、知

的障がいのお子さんたちから学んだこと、

こちらがやってほしいことを押し付けるの

ではなくて、彼らの伝えたいこと、やんちゃ

なお子さんで語彙力が豊富でないお子さん



が多いので、一生懸命わかってあげること

で、こちらがやってほしいことを受け入れ

てもらえるようになりました。 

先生はこどもたちにやらせるだけの職場

ではないということを、知的障がいのお子

さんたちから学んで、それが今の私の仕事

になっているということです。１０年間の

通常学級、特に高学年を持つことが多かっ

たのですが、まだ固定級をやりたかったの

に通常級になり、昨年やっと戻ってきまし

た。 

今すごく楽しくやっていますが、教員歴

が１５年経ってきた時に、知的障がいのあ

るお子さんたちが小学校の時は本当にかわ

いい子どもたちが、成年していき、これから

どういう仕事につくのかどんな風に生きて

いくのかという事をきちんと考え、私の方

がもっと勉強しないといけないなと思って

いた時に、この部会のお話をいただき、とて

もありがたく思っています。よろしくお願

いします。 

【上遠野委員】（こども支援センターげん

き） 

こども支援センターげんきの上遠野です。

先ほど花畑学園の先生が校内２００メート

ルと言われていましたが、私はあしすとと

ほんの２００メートル程のところにいます。

足立のこどもたちの成長をこども支援セン

ターげんきが気づきサポートします。とい

うことでやらせていただいております。 

早期の段階で発達の問題に気づき、その

他の関係機関につなげるというお手伝いを

しています。げんきの業務を大きく分けま

すと、発達相談と就学相談というところが

ございまして、その他、教育相談という事で

不登校や学校での課題を相談すること、ま

た学校に行きにくくなっているお子さんの

支援をするチャレンジ学級など、そのよう

な取り組みをやらせていただいています。

あと児童虐待の部門になりますので、児童

虐待の早期発見につなげていくという役割

をしております。 

もともとは発達支援の部署があしすとに

ありまして、平成２９年度からげんきに相

談部門が移ってきて、就学前の段階での相

談をその後の就学につなげるという形で進

んでおります。またこのチューリップシー

トという児童の発達支援シートですけれど

も、以前は支援が必要なお子さん、障がいを

お持ちの方だけが出しているものだったの

ですが、お子さんの特徴を知って頂くシー

トという事で、全員提出という形で皆さん

にご協力をいただいています。去年からは

じめまして昨年９０%以上の提出だったと

思います。皆さんが自分のお子さんの成長

への想いを綴っていただいています。 

また今年に入りまして特別支援教室です

ね、今までは通級指導学級といい、中学校に

あったスペースを活用して、不登校である

とか、障がいのあるお子さん、学校に行きに

くいお子さんなど生徒の方たちが、自分の

思いを発言できるといったような場にして

いく教室を新しくスタートしたところです。 

児童虐待に関しても２つの係を３つの係

にするなどして、より機能的に動けるよう

にしようとしています。 

別の会議で、コロナの間にまた不登校の

お子さんは増えていますか、と話し合いま

したが、コロナの状況で増えてはいないよ

うです。こどもたちみんなそれぞれ頑張っ

ていて、前年と数はほとんど変化ないよう

です。こどもたちは夏休み短い中で一生懸



命頑張っていると思います。ですからこれ

から息切れしないかなと懸念しています。 

私たちの取り組みは本当に地域の皆様の

ご協力があってのものですし、皆さんのと

ころで築いていったことを一緒に積み上げ

ていったり共有したりすることになったと

思いますので、今回この委員の新しいメン

バーになっておりますけれど、お話を伺い

ながら勉強していければと思っております

のでよろしくお願いいたします。 

【増田委員】（東綾瀬保育園） 

足立区立東綾瀬保育園の園長です。増田

と申します。東綾瀬保育園は、区立の保育園

で身体や知的に支援を必要とする方だけで

なく、１３３名のお子さんをお預かりして

います。その中で発達に支援が必要とされ

ているお子さんが１０名。そのお子さんた

ちが小学校や特別支援学校に進級して行く

と、また新しいお子さんが入ってきて、本当

に日々新たなお子さんたちと出会ってお子

さんたちの個性を探り、その子たちと一緒

に過ごしながら、一つの保育園という社会

の中で自分の楽しいことや好きなことを見

つけ、どのように日々を過ごしていくか、み

んなで環境作りや日々の生活の流れなどを

考えながら過ごしています。そういうとこ

ろに力を入れています。恵まれたことにと

ても園庭が広く、木々にも恵まれておりま

すので、虫取りや植物を育てたりしながら

自分たちで好きな遊びを楽しんでいます。 

発達支援を受けているお子さんたちだけ

でなく、そのお子さんたちとみんなで一緒

にいることが当たり前ということを実感で

きるというか、教えるとかではなく生活の

中で感じていき、身につけていくことがで

きればいいなと思って保育をしています。 

今年は新型コロナウイルス感染症で、い

ろんな行事が、運動会や遠足、保護者がみえ

る行事が軒並み中止になり、プールもでき

なかったりといろいろありますが、だから

こそ、水遊びを思う存分遊びこむことがで

きるというところでは、こどもたちが本当

は何が好きで、何がいっぱいやりたいのか

知ることができ、プールに入るのとはちが

う、本当の楽しみを見つけられるところが、

これって悪いことばかりではないと思いな

がら保育をしている今の現状です。以上で

す。どうぞよろしくお願いいたします。 

【部会長】（東京未来大学） 

お子さんたちはどういう特徴のお子さん

がいるのですか。 

【増田委員】（東綾瀬保育園） 

肢体不自由のお子さんや、発達障がいの

お子さん等です。 あしすとや、げんきのほ

うで支援を受けて、加配の先生をつけてい

ただいています。 

【部会長】（東京未来大学） 

小学校へはどのようにされていますか？ 

【増田委員】（東綾瀬保育園） 

そのお子さんに合わせて、お母さん方が

就学相談を受けています。 

【部会長】（東京未来大学） 

東綾瀬保育園が特に多いのですか？ 

【増田委員】（東綾瀬保育園） 

１０人は多い方です。もともと定数が多

いのでその分多いのかもしれません。保護

者の方がご希望のお住いの近くの園を選び

ますので、そこで変わってくると思います。 

【部会長】（東京未来大学） 

ありがとうございました。 

【江連委員】（障がい福祉センター） 

時間も無くなってきましたので簡潔にご



説明いたします。この施設は平成１５年に

開設しまして大人の生活介護、社会リハビ

リテーション、脳梗塞など脳疾患でマヒに

なった方などのリハビリテーション、障が

い全般の就労支援、生活全般の相談を受け

る基幹相談支援センター、幼児療育機関と

いうこの５つの障がいの事業所が全部まと

めて入っていて、全体的に支援していくセ

ンターになります。 

その中で幼児の部門では集団通所の部門

が４０名、年中年長のお子さんの１０名ク

ラスが２つあり、このクラスはひよこバス

に全員乗ってきます。２歳児と年少のお子

さんが１０名ずつ。週３のクラスと週２の

クラスがあり、そのお子さんたちは保護者

と一緒に来て、お子さんと一緒に活動して

いく中で何ができ、何ができないか、どうい

う関わりをすればよいかを一緒に学んでい

ます。保護者も含めて学ぶ機会を持ってい

ます。通所に関しては保育士を中心にして

おりまして、心理士と言語聴覚士がいる体

制になっています。個別支援計画を細かく

立て、スモールステップでそのお子さんは

何ができ、何ができないか、どういう働きか

けをすればよいかを一人ひとり支援してい

るところです。 

その中で生活動作だったり、習得だった

りをお子さんに応じてどういう階段を上っ

ていけるかというところを支援しています。

そこが勝田係長の係になります。 

 もう一つは外来の個別指導また、グルー

プ指導を浅輪係長の部門でやっておりまし

て、併せて年間１０００名程のお子さんが

利用しています。毎日８部屋の相談室で５

コマずつ行い、計４０名が親子で外来指導

に来るようになっています。本来毎月支援

ができれば良いのですが、今は定員過多と

なっており、１～２か月に一回の形です。そ

こは、心理士と言語聴覚士が発語の遅れや

知的な発達などを見極めながら担当してい

ます。 

【部会長】（東京未来大学） 

自己紹介ありがとうございました。 

次ですが、今年の会議の中で決めていか

なければならないことがあり、資料に活動

報告書がありますが、１３ページに子ども

部会の目的がありますので読み上げます。

今日は自己紹介と情報共有ができたと思い

ます。 

今年の重点課題としましては、お手元に

足立区の広報がありますが、足立区の避難

の仕方が昨年の台風の時と変わっています。

在宅避難で自宅にとどまって上の階に行き

ましょうというような方法に変わっていま

す。中を更にめくっていただくと、中面に避

難方法があります。自宅が浸水地域にある

か、そうでなければ在宅避難。自宅に浸水し

ない階があり、丈夫な建物であれば自宅で

避難しましょうとあります。 

避難所に行ったとしても、初日の食糧は

各自持ってきてください。避難所では食糧

と水の提供は行いません。ということで区

の備蓄は長期化の時使用のため、２食分は

自分で持ってきてくださいという内容に変

わっています。昨年、未来大学も避難所にな

ったのですが、避難所もコロナの影響で密

になれないという事で、昨日のニュースな

どでも入れなかったというのがありますの

で、避難している間に危険もありますので、

自宅で避難しましょうと大きく変わってい

ます。そのあたりを障がいのあるお子さん

の時はどうなのかなという事を考えていき



たいと思っています。 

【司会】 

次回は、足立区の災害対策課で避難等を

担当しております係長が皆さんにお話しを

する予定でいます。具体的には水害の事、地

震の事を含めて避難についての足立区のル

ールを説明し、それをふまえて議論させて

いただけたらと思います。 

【部会長】（東京未来大学） 

ありがとうございます。今回、委員の皆さ

んが資料を書いてきてくださっていますの

で、皆さん是非ご自宅で読んできていただ

けたらと思います。次回足立区の災害対策

課のお話を聞いて、障がい児の場合どうし

たら良いか皆さんで話し合っていけたらと

思っております。 

私も千住エリアに居りますので、もう既

に水没すると言われておりますので、避難

はどうなるのかと思っております。１メー

トルくらい上がるといわれていますね。こ

れから台風に向かっていきますので皆さん

のご意見もいただけたらと思います。 

【小長井委員】（肢体不自由児者父母の会） 

うちは荒川が近くにありますので常に情

報を取るようにしていました。３階建てな

ので何かあれば３階に逃げようと思ってい

たので、実際避難所に逃げようとは全く思

いませんでした。果たして車いすで行って

邪魔にならないかなど、車いすだといろい

ろハードルが高いです。家にいた方が安心

かと思いました。食糧や携帯のバッテリー

を用意して、常に情報は確認しておりまし

た。食べ物、飲み物しか考えていませんでし

たが、水害で水が上がってくることを考え

ると、簡易トイレを用意しておく必要があ

ると思いました。 

【部会長】（東京未来大学） 

ありがとうございます。 

【江黒委員】（足立区手をつなぐ親の会） 

うちはおとなしすぎるこどもなので、子

の避難より、ペットが５匹いましてこの子

たちもつれて、猫用のゲージと犬用ゲージ

とを持っていき、水害は今回初めてで３階

にもなくてはいけないのだなと。地震の時

は玄関に持って行ったのが、水害は上に持

っていかなければという事ですね。 

避難所は体育館で「水害の場合は３階や

４階を開けてほしい」と伝えたが、ある学校

の校長先生が、こどもたちの私物があるた

め教室は開けられないと言われたところも

あったようです。水害時と地震の時の対応

の違いを、避難所にいる担当者や区の対策

本部が周知していかないといけないなと思

いました。 

【部会長】（東京未来大学） 

ありがとうございます。区長の説明だと

各避難所の担当職員が決まっていて、すで

に話し合いをしていると聞きました。 

【司会】 

昨年の台風の時は、出勤可能な職員を集

めて、急きょ配置する避難所を決めました

が、それでは遅いという事で、現在は誰がど

こを担当するか決まっています。 

【部会長】（東京未来大学） 

 ありがとうございます。では配布資料は

次回までに読んできてください。 

【司会】 

昨年度までも皆様にご協力いただきまし

て、こども部会の方を実施させていただき

ました。今年度はまた新たなメンバーで、部

会長を小谷先生にお受けいただいて非常に

感謝しております。私は当区の事業所のネ



ットワークの方も担当させていただいてい

て、やはりその中でも問題は災害と感染症

という事で、それを事業所ごとのマニュア

ルでなく、事業所全体としてのマニュアル

を作りましょうという事で今話をすすめて

いるところですが、新型コロナウイルス感

染症の防止のため、いろいろと頓挫してい

るところであります。 

私は足立区生まれ足立区育ちなので、子

どもの頃の記憶として、河川敷のグラウン

ドまで水が来ることはあったのですが、土

手を超えてくることはありませんでした。

ただ小学生の時に足立区の歴史の授業で、

当時道路にまで水が来ている写真を見たの

ですが、それは遠い昔の話と思っていまし

た。昨年度の台風で緊迫感のある夜を過ご

し、支援が必要なこの子たちを、安心して避

難させるにはどうしたら良いのだろうかと

いうことを、保護者の方を含めてお話しさ

せていただきたいので、ぜひ今後検討させ

ていただければと思います。よろしくお願

いいたします。 

【浅輪】（障がい福祉センター） 

今日は皆様お忙しい中お集りくださりあ

りがとうございました。こども部会という

事でこどもたちに関わる同じ立場の方がお

集まり頂いているという事を改めて実感い

たしました。それぞれの立場での知見をこ

の場でぜひ共有させていただいて、足立の

こどもたちのために、育てている保護者の

方、支援者の方たちのために有益な発信が

できていけば素晴らしいなと思っておりま

す。 

災害との関係では、私も以前こども支援

センターげんきにいた時に東日本大震災を

経験しまして、あの時チャレンジ学級に来

ているこどもたちを最後の一人まで保護者

の手に引き渡すという経験をしました。ま

た昨年度の水害時には、あしすとに泊まり

ました。台風１９号の時、夜２交代制で対応

したことを覚えております。今まで自分の

事として捉える機会が少なかった事も身近

なことになってきましたので、実際に避難

するということがあった時に子どもたちや

保護者が困らないような工夫や配慮が、こ

ども部会で一つの形にできたらと思います。

どうぞよろしくお願いいたします。 

【佐々木】（障がい福祉センター） 

今日はコロナ禍の中、ご出席いただきま

してありがとうございました。皆さんのお

話を聞かせていただいて、私の業務が大人

の方の支援という事で、お子さんの支援は

なかなか経験のないところでした。こうい

う機会を通じまして、お子さんの支援をど

う考えていくのかを私の中でも知りつつ、

大人の方の支援にも生かしていけるように

したいと思っております。その中で今回防

災をテーマにこの部会で取り上げていくと

いうところで、これは他の専門部会もそろ

えていきますので、そこと融合できるよう

な、そういった成果物ができると良いと思

います。また第３回がありますので、どうぞ

これからもよろしくお願い致します。 

【司会】 

次回につきましては第３回こども部会は

１１月２４日（火）１４：００～開催予定で

す。 

場所は本日同様、障がい福祉センター５

階ホールを予定しています。 

次回は会の前半に、災害対策課下川係長

に来ていただき、足立区としての災害時の

対応等についてお話をしていただく予定と



なっております。 

本日お配りした足立広報には避難方法と

ルールについてわかりやすく記載されてお

ります。次回も広報をお持ちいただければ

と思います。それでは、議論は尽きません

が、お時間となってしまいました。部会の議

事録につきましては、委員の皆さんにご確

認いただいた後、区 HP に掲載してまいりま

す。よろしくお願いします。  

委員の皆様には、後日、本日の議事録をお

送りし、訂正箇所を修正後に足立区ホーム

ページに掲載させていただきますので、よ

ろしくお願いします。 

 以上を持ちまして、足立区地域自立支援

協議会第２回こども部会を終了させていた

だきます。本日はご出席いただきましてあ

りがとうございました。 

 


